
理 論 編
６　安全教育の計画

安全教育の全体計画と年間指導計画　　　　　1
（１）「学校安全計画」と「安全教育に関する計画」の関係

　「学校安全計画」とは、安全教育の内容と安全管理の内容とを関連させ、統合した、年間を
見通した安全に関する諸活動の総合的な基本計画である。（「学校保健安全法第27条」P.4参照）
　この計画には、少なくとも①学校の施設及び設備の安全点検　②児童・生徒等に対する安
全に関する指導　③職員の研修に関する事項を盛り込むことが定められている。つまり、「学
校安全計画」の中に「安全教育に関する計画」が位置付けられることになる。
　本書では、安全教育に関する計画として、安全教育の全体計画と年間指導計画の作成事例
を掲載している。

（２）安全教育の全体計画
　学校の教育活動全体を通して、安全教育の目標を実現するための
方策等を総合的に示した計画である。安全教育を効果的に進めるた
めには、「学校安全計画」において安全管理と密接に関連させて実
施していくことが必要である。
　また、全校的な立場から、特に工夫し留意すべきことは何か、家
庭や地域社会との連携の在り方なども含めて構造的・概括的に示す
必要がある。

（３）安全教育の年間指導計画
　「必ず指導する基本的事項」や学校で設定した
内容を「安全学習」、「安全指導」を通して、計
画的に指導するために作成する。
　「安全学習」と「安全指導」との関連を明記す
ることや、生活指導との系統性・整合性を図っ
ていく必要がある。

改善の視点 留意点
安全教育の３領域 全ての領域に関する内容を配置する。

必ず指導する基本的事項 年間を見通して指導時期を設定する。

教科等に関連した指導 「安全学習」と「安全指導」を相互に関連させるなど、教科間で学びがつながり、
深まる工夫をする。

教材の活用 「防災ノート	～災害と安全～」、「東京マイ・タイムライン」等の教材の活用を
明記する。

実践的な防災教育 ・	平成 25 年２月７日付 24教指企第 1066 号「学校・園における震災等に対す
る避難訓練等の改善について（通知）」に基づいた活動（P.104）にする。

現代的な課題への対応

・	自転車通学の生徒がいる学校について、自転車損害賠償保険等への加入義務、
ヘルメット着用に努めることを含め、自転車事故防止に向けた自転車の安全
な利用に関する取組を明記する。

・	現代的な課題である「生命（いのち）の安全教育」及び「弾道ミサイル発射
時の安全」に関する取組を明記する。

組織的活動 教職員等の研修を明記する。

年間指導計画　改善のポイント
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（４）安全教育の年間指導計画

    ○共通のねらい　・指導内容　　　◆学年に特記したねらい（数字が該当学年）　♥感染症対策

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

全体

○雨の日の過ごし方を知る。
２－①～④
・室内を走らない。
・室内の過ごし方を知る。
・廊下の歩き方を知る。
・傘やレインコートの扱い方を確認
する。
○プール遊びや水遊びの安全な
遊び方を知る。　２－①～④
・安全な遊び方や行動の仕方を知
る。
♥着替えの場を学級ごとに分ける。

○夏の安全で健康な生活の仕方
を知る。　２－①
・水分補給をする。
・衣服の調整の仕方を知る。
○プール遊びや水遊びの約束を
守って遊ぶ。　２－①～④
・安全な遊び方や行動の仕方を
確認する。
♥着替えの場を学級ごとに分け
る。

○安全な園生活の仕方を思い出
し守って過ごす。　２－①～④
・身の回りの整理をする。
・園庭での遊び方を確認する。
･用具、遊具の適切で安全な使い
方を確認する。

○体を十分に動かし、敏捷性や
バランス感覚を養う。　２－①～
③
・多様な動きの経験をする。
○併設する小学校の体育館や校
庭を使うときの約束やマナーなど
を知る。　２－③④
○状況を判断し、安全に遊ぶ。
２－③④
・運動用具を正しく扱う。
・周囲の様子を見ながら安全に
遊ぼうとする。

〇健康で安全な生活の仕方を意
識する。　２－①
♥手洗いやうがいをする必要性を
感じて取り組む。
・自分の身の回りを自分で整えな
がら生活する意識をもつ。

○冬の安全で健康な生活につ
いて知る。　２－①
・上着のチャックを閉める。
♥手洗い、うがいを自分からす
る。
・寒さに負けずに戸外で体を動
かして遊ぶ。
○不審者が侵入した時の避難の
仕方を知る。　２－⑤⑥
・緊急放送の合図を知る。

○安全な遊び方や生活の仕方
について再確認し、守って行動
する。　２－①～④
・遊具を丁寧に扱う。
・用具を安全に正しく使う。
・廊下は走らない。

○寒い日や雪の日の生活の仕
方が分かり、安全に生活する。
２－①④
・気温の低い時は路面が凍結
したり、降雪時は地面が滑りや
すくなったりすることを知る。

○進学、進級することに期待を
もち、自分から安全に生活す
る。２－①
・生活の場を自分たちで整え
る。
◆（５）就学に向けて、安全な生
活の仕方を確認する。
・就学して登下校する際、困っ
たときは地域の人に助けを求め
るとよいことが分かる。
１－③、４－①②④

長期休業
に向けて

○夏休みの安全な過ごし方を知
る。　３－③～⑤、４－①③⑧
・「いかのおすし」の約束やエレ
ベーターの乗り方を知る。
・家庭での安全な過ごし方を知
る。
・水の事故について知る。

○冬休みの安全な過ごし方を知
る。 ３－③～⑤、４－①③
・「いかのおすし」の約束やエレ
ベーターの乗り方を確認する。
・周りから見えにくい場所の危険
について知る。

○春休みの安全な過ごし方を
知る。 ３－③～⑤、４－①③
・「いかのおすし」の約束やエレ
ベーターの乗り方を確認する。
・周りから見えにくい場所の危
険について知る。

全体

○雨の日の正しい歩き方、雨具の
扱い方を知り、安全に行動する。
１－①②⑤
・雨の日の歩き方を知る。
・雨具の扱い方を知る.

○基本的な交通安全のルールを
知り、守って歩く。　１－①～④
・左右の確認をする。
・手を上げて横断歩道を渡る。
・信号の確認をする。
○夏休みに向けて親子で交通安
全の約束を確認する。
１－①③～⑤⑩

○交通安全のルールを守って行
動する。　１－①～④⑦
・安全な登降園の仕方を確認す
る。

○安全な集団歩行や集団行動の
決まりを守って行動する。
１－⑦
・集団歩行の仕方を知る。

○交通安全のルールや集団行動
の約束を守り、安全に行動する。
１－⑦
・横断歩道の渡り方を確認する。
１－③④

○安全に気を付けて正しい姿勢
で歩く。　１－⑤
・前を向いて歩く。
○親子で交通のルールを守っ
て、冬休みを安全に過ごす。
１－①③～⑤
・保護者と手を繋いで歩く。
・飛び出さない。

○寒い日の安全な歩き方が分
かり、気を付ける。　１－⑤
・前を向いて歩く。
・上着のチャックを閉める。

○寒い日や雪の日の登降園の
仕方、歩き方を知る。　１－⑤
・凍って滑りやすくなっているこ
とに注意し、安全に気を付けて
歩く。
◆就学する学校までの通学路
が分かり、自分で安全を意識し
て歩く。　１－①～④

○交通ルールに関心をもち、守
ろうとする。
○新年度に向けて、安全に遊
ぶための約束を確認し、意識を
もって進級、進学ができるように
する。
１－①～④
○交通安全のルールについて
確認し、春休みを安全に過ご
す。
１－①③～⑤
◆（５）交通安全についての心
構えをもち、自分で判断し守っ
て行動する。　１－①～④⑦

園外活動

◆（４・５）園外活動のきまりや行
動の仕方を知る。　１－①⑦⑩
・道路や公共交通手段を利用し
た行動の仕方を知る。
◆（４・５）集団行動のきまりや行
動の仕方を知る。　１－①⑦
・前の人と間をあけずに歩く。集
合の合図を聞いて集まる。
・安全な乗降の仕方や過ごし方
の約束を守る。

○集団行動のきまりやバスの安全
な利用の仕方、公共の場所での過
ごし方を知る。　１－①～③⑦
・バスの安全な乗り方を知る。
・公共施設での安全な過ごし方を
知る。
♥マスクの着用と、乗車する時には
消毒をする。

○園外へ移動するときの安全な歩
き方が分かり、行動する。
１－①③④⑦
・集団で横断歩道を横断する時の
歩き方が分かる。

◆（５）集団での安全な歩き方や
状況に応じた行動の仕方が分か
る。　１－①～④⑦
・交通量の多い場所、工事現場、
駐車場の出入り口に気を付ける。

◆（５）自分で安全を確認する意
識をもつ。　１－①～④⑦
・信号を自分で見る。
・車や人の動きを見る。

◆（４・５）バスの中での安全な過
ごし方やマナーを守って行動す
る。　１－⑩⑦
♥マスクの着用と、乗車する時に
は消毒をする。

○園や家庭の周辺の道路につ
いて危険個所を知り、安全な
歩き方を守って歩く。
１－①～④⑦

○避難訓練時の基本的な行動の
仕方を確認し、行動する。
２－②～④
・防災ヘルメットのかぶり方を知る。
・「おかしも」の約束を守る。
◆（３）避難訓練の意味を知る。
２－②
♥毎月の訓練終了後、防災ヘル
メットを消毒する。

○地震発生時の身の守り方が
分かり、速やかに行動する。
・自分で身を守り、近くの先生の
指示を聞いて行動する。
２－②～④

○火災発生時の身の守り方を確認
し、教師の指示を聞いて行動す
る。１－①～③
・火災を想定し、ハンカチで鼻や
口を覆う。

○水遊び中の身の守り方を知
る。　１－①③
・プールから出て安全な場所に
避難する。
○「南海トラフ地震関連情報」発
信時の行動の仕方を確認し、行
動する。　２－①②⑤
・各保育室で保護者の迎えが来
るまで待機する。
◆（５）自分の家の中の安全な場
所を考える。２－⑤

○緊急地震速報発令時、津波警
報発令時の身の守り方を確認し、
行動する。
２－①～④、４－①⑥
・非常時の合図や放送を静かに聞
く。
・避難場所（４階）に避難する。

○地震、火災発生時の行動の仕
方が分かり、速やかに行動する。
１－①～③、２－②③
・身の安全を優先してすぐに避難
する。
・靴を履き、遊具は置いて避難す
る。

○火災発生時の身の守り方が分
かり、速やかに行動する。
１－①～③
・近くの先生の指示を聞いて行動
する。

○地震発生時の身の守り方が分
かり、速やかに行動する。
・自分で身を守り、近くの先生の
指示を聞いて行動する。
２－②～④

○予告なしの状況で教師の指
示や放送を聞いて行動する。
○二次避難の方法を知る。
１－①～③

○教師の指示や放送を聞いて
行動する。　２－①～④
○預かり保育担当の先生など
の指示や放送を聞いて行動す
る。
１－①～③、２－①～④

○地震・火災発生時に自分の
身を自分で守る大切さが分か
り、考えて行動する。
１－①～③、２－①～④

想定

地震（集合時） 地震（集合時） 火災（集合時） 火災（プールでの水遊び）
地震（集合時、引き渡し）

地震・津波（集合時） 地震・火災・停電（好きな遊び）
Ｊアラート

火災（学級ごとに異なる場所での
一斉活動）

地震（好きな遊び） 火災（好きな遊び） 地震（弁当）
地震・火災
（園庭開放、預かり保育、管理
職不在時）

地震・火災（好きな遊び）

予告
あり あり あり あり あり あり

あり
あり なし なし あり

あり
なし

○園舎内外の施設・遊具・用具の
安全点検（毎月）
○緊急事態発生時の連絡や対応
の仕方の共通理解
○非常設備点検
○安全教育プログラムを用いた安
全教育の共通理解
○園外保育、遠足の実地踏査

○遠足の実地踏査
○救急救命講習（ＡＥＤ取扱訓
練）
○公共の場を安全に利用する
ための指導の共通理解

○プールの水質管理
○水遊びの遊具、用具、場の設定
の安全点検
○雨天時の園舎内外安全点検
○バスを使用する際の事前指導・
実地指導の共通理解
○公共の場を安全に利用するため
の指導の確認

○新学期前の園舎内外の安全
点検、遊具・用具の安全点検（８
月）
○遠足の実地踏査（８月）
○学校安全教室指導者講習

○暴風雨に向けての対応、点検
○遠足の実地踏査

○バスを使用する際の事前指
導・実地指導の確認
○公共の場を安全に利用するた
めの指導の確認

○公共の場を安全に利用するた
めの指導の確認
○感染症への対応確認
○これまでの避難訓練の評価と
改善

○暖房器具の点検
○室内の換気、温度、湿度の調
整
○園外活動の実地踏査
○不審者侵入時の対応訓練
（ネットランチャー、学校１１０番）

○降雪時の対応確認
○バスを安全に利用するための
事前指導・実地指導の確認
○公共の場を安全に利用する
ための指導の確認
○消防署と連携し、消火訓練の
実施

○寒い時期に安全に生活でき
る環境設定
○警察と連携し、歩道及び横
断歩道の歩行訓練の実施
○管理職不在時の対応訓練

○年度末の反省と次年度計画

○登降園時の安全指導（保護者
会）
○緊急情報メールの登録の啓発と
配信訓練
○春の全国交通安全運動の啓発
○自転車通園の約束確認

○親子で実地歩行訓練（４・５歳
児親子散歩）

○夏季休業中の安全指導（保護
者会・資料配付）
♥学年別、短時間での実施。席
の間隔を空けることで密を防ぐ
○地域と連携した夏まつりの見
守りと安全対策

○災害時引き渡し訓練
○災害備蓄品に関する情報共有
○家庭での災害時による備えの
啓発活動
○秋の全国交通安全運動の啓発

○地域防災訓練参加の啓発
○親子で実地歩行訓練（３歳児
親子散歩）

○冬季休業中の安全指導（保護
者会・資料配付）
♥学年別、短時間での実施。席
の間隔を空けることで密を防ぐ

○不審者に対する親子安全講
習会の実施（５歳児保護者）
○就学先の通学路の安全確認
の啓発（５歳児保護者）

○就学先の通学路の安全確認
の啓発（５歳児保護者）
○春季休業中の安全指導（保
護者会・資料配付）
♥学年別、短時間での実施。席
の間隔を空けることで密を防ぐ

Ⅱ
　
交
通
安
全

Ⅲ
 

災
害
安
全

教職員の研修等

 保護者や地域と
の連携

Ⅰ
　
生
活
安
全

〇安全な登降園の仕方を知る。　１－①③
〇安全な生活のきまりを知る。　２－②～④
・園内の遊具、用具、施設等の安全な使い方を確認する。
・行ってはいけない場所の確認をする。
○安全な遊具や用具の使い方を知る。　２－③
・保育室の遊具や用具の安全な扱い方を知る。
◆（５）新しい環境の安全な過ごし方を知る。　２－②～④
・大型積木、巧技台など大型遊具の安全な扱い方を知る。
○健康で安全な生活の仕方を知る。　２－①②
♥手洗いうがいを丁寧にする。
♥マスクの必要性が分かる。

○安全な登降園の仕方を知る。　１－①
・保護者と手をつないで歩く。
・通園経路の中の危険箇所を知る。
◆（４・５）安全な登降園をする。　１－①
○道路の正しい歩き方、信号の見方を知る。　１－③④
・安全な歩き方を知る。
 

※番号の意味は、Ｐ.９を参照

園生活の過ごし方や必要なきまりが分かる時期 園生活に慣れ、自分たちで行動しようとする中できまりを守る必要性を感じる時期 行動範囲や経験が広がり、様々な場面で状況に応じた行動を知っていく時期 活動に見通しをもち、自分から気付いたり考えたりしながら行動をするようになる時期発達の見通し
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８　安全教育の計画例（幼稚園）

    ○共通のねらい　・指導内容　　　◆学年に特記したねらい（数字が該当学年）　♥感染症対策

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

全体

○雨の日の過ごし方を知る。
２－①～④
・室内を走らない。
・室内の過ごし方を知る。
・廊下の歩き方を知る。
・傘やレインコートの扱い方を確認
する。
○プール遊びや水遊びの安全な
遊び方を知る。　２－①～④
・安全な遊び方や行動の仕方を知
る。
♥着替えの場を学級ごとに分ける。

○夏の安全で健康な生活の仕方
を知る。　２－①
・水分補給をする。
・衣服の調整の仕方を知る。
○プール遊びや水遊びの約束を
守って遊ぶ。　２－①～④
・安全な遊び方や行動の仕方を
確認する。
♥着替えの場を学級ごとに分け
る。

○安全な園生活の仕方を思い出
し守って過ごす。　２－①～④
・身の回りの整理をする。
・園庭での遊び方を確認する。
･用具、遊具の適切で安全な使い
方を確認する。

○体を十分に動かし、敏捷性や
バランス感覚を養う。　２－①～
③
・多様な動きの経験をする。
○併設する小学校の体育館や校
庭を使うときの約束やマナーなど
を知る。　２－③④
○状況を判断し、安全に遊ぶ。
２－③④
・運動用具を正しく扱う。
・周囲の様子を見ながら安全に
遊ぼうとする。

〇健康で安全な生活の仕方を意
識する。　２－①
♥手洗いやうがいをする必要性を
感じて取り組む。
・自分の身の回りを自分で整えな
がら生活する意識をもつ。

○冬の安全で健康な生活につ
いて知る。　２－①
・上着のチャックを閉める。
♥手洗い、うがいを自分からす
る。
・寒さに負けずに戸外で体を動
かして遊ぶ。
○不審者が侵入した時の避難の
仕方を知る。　２－⑤⑥
・緊急放送の合図を知る。

○安全な遊び方や生活の仕方
について再確認し、守って行動
する。　２－①～④
・遊具を丁寧に扱う。
・用具を安全に正しく使う。
・廊下は走らない。

○寒い日や雪の日の生活の仕
方が分かり、安全に生活する。
２－①④
・気温の低い時は路面が凍結
したり、降雪時は地面が滑りや
すくなったりすることを知る。

○進学、進級することに期待を
もち、自分から安全に生活す
る。２－①
・生活の場を自分たちで整え
る。
◆（５）就学に向けて、安全な生
活の仕方を確認する。
・就学して登下校する際、困っ
たときは地域の人に助けを求め
るとよいことが分かる。
１－③、４－①②④

長期休業
に向けて

○夏休みの安全な過ごし方を知
る。　３－③～⑤、４－①③⑧
・「いかのおすし」の約束やエレ
ベーターの乗り方を知る。
・家庭での安全な過ごし方を知
る。
・水の事故について知る。

○冬休みの安全な過ごし方を知
る。 ３－③～⑤、４－①③
・「いかのおすし」の約束やエレ
ベーターの乗り方を確認する。
・周りから見えにくい場所の危険
について知る。

○春休みの安全な過ごし方を
知る。 ３－③～⑤、４－①③
・「いかのおすし」の約束やエレ
ベーターの乗り方を確認する。
・周りから見えにくい場所の危
険について知る。

全体

○雨の日の正しい歩き方、雨具の
扱い方を知り、安全に行動する。
１－①②⑤
・雨の日の歩き方を知る。
・雨具の扱い方を知る.

○基本的な交通安全のルールを
知り、守って歩く。　１－①～④
・左右の確認をする。
・手を上げて横断歩道を渡る。
・信号の確認をする。
○夏休みに向けて親子で交通安
全の約束を確認する。
１－①③～⑤⑩

○交通安全のルールを守って行
動する。　１－①～④⑦
・安全な登降園の仕方を確認す
る。

○安全な集団歩行や集団行動の
決まりを守って行動する。
１－⑦
・集団歩行の仕方を知る。

○交通安全のルールや集団行動
の約束を守り、安全に行動する。
１－⑦
・横断歩道の渡り方を確認する。
１－③④

○安全に気を付けて正しい姿勢
で歩く。　１－⑤
・前を向いて歩く。
○親子で交通のルールを守っ
て、冬休みを安全に過ごす。
１－①③～⑤
・保護者と手を繋いで歩く。
・飛び出さない。

○寒い日の安全な歩き方が分
かり、気を付ける。　１－⑤
・前を向いて歩く。
・上着のチャックを閉める。

○寒い日や雪の日の登降園の
仕方、歩き方を知る。　１－⑤
・凍って滑りやすくなっているこ
とに注意し、安全に気を付けて
歩く。
◆就学する学校までの通学路
が分かり、自分で安全を意識し
て歩く。　１－①～④

○交通ルールに関心をもち、守
ろうとする。
○新年度に向けて、安全に遊
ぶための約束を確認し、意識を
もって進級、進学ができるように
する。
１－①～④
○交通安全のルールについて
確認し、春休みを安全に過ご
す。
１－①③～⑤
◆（５）交通安全についての心
構えをもち、自分で判断し守っ
て行動する。　１－①～④⑦

園外活動

◆（４・５）園外活動のきまりや行
動の仕方を知る。　１－①⑦⑩
・道路や公共交通手段を利用し
た行動の仕方を知る。
◆（４・５）集団行動のきまりや行
動の仕方を知る。　１－①⑦
・前の人と間をあけずに歩く。集
合の合図を聞いて集まる。
・安全な乗降の仕方や過ごし方
の約束を守る。

○集団行動のきまりやバスの安全
な利用の仕方、公共の場所での過
ごし方を知る。　１－①～③⑦
・バスの安全な乗り方を知る。
・公共施設での安全な過ごし方を
知る。
♥マスクの着用と、乗車する時には
消毒をする。

○園外へ移動するときの安全な歩
き方が分かり、行動する。
１－①③④⑦
・集団で横断歩道を横断する時の
歩き方が分かる。

◆（５）集団での安全な歩き方や
状況に応じた行動の仕方が分か
る。　１－①～④⑦
・交通量の多い場所、工事現場、
駐車場の出入り口に気を付ける。

◆（５）自分で安全を確認する意
識をもつ。　１－①～④⑦
・信号を自分で見る。
・車や人の動きを見る。

◆（４・５）バスの中での安全な過
ごし方やマナーを守って行動す
る。　１－⑩⑦
♥マスクの着用と、乗車する時に
は消毒をする。

○園や家庭の周辺の道路につ
いて危険個所を知り、安全な
歩き方を守って歩く。
１－①～④⑦

○避難訓練時の基本的な行動の
仕方を確認し、行動する。
２－②～④
・防災ヘルメットのかぶり方を知る。
・「おかしも」の約束を守る。
◆（３）避難訓練の意味を知る。
２－②
♥毎月の訓練終了後、防災ヘル
メットを消毒する。

○地震発生時の身の守り方が
分かり、速やかに行動する。
・自分で身を守り、近くの先生の
指示を聞いて行動する。
２－②～④

○火災発生時の身の守り方を確認
し、教師の指示を聞いて行動す
る。１－①～③
・火災を想定し、ハンカチで鼻や
口を覆う。

○水遊び中の身の守り方を知
る。　１－①③
・プールから出て安全な場所に
避難する。
○「南海トラフ地震関連情報」発
信時の行動の仕方を確認し、行
動する。　２－①②⑤
・各保育室で保護者の迎えが来
るまで待機する。
◆（５）自分の家の中の安全な場
所を考える。２－⑤

○緊急地震速報発令時、津波警
報発令時の身の守り方を確認し、
行動する。
２－①～④、４－①⑥
・非常時の合図や放送を静かに聞
く。
・避難場所（４階）に避難する。

○地震、火災発生時の行動の仕
方が分かり、速やかに行動する。
１－①～③、２－②③
・身の安全を優先してすぐに避難
する。
・靴を履き、遊具は置いて避難す
る。

○火災発生時の身の守り方が分
かり、速やかに行動する。
１－①～③
・近くの先生の指示を聞いて行動
する。

○地震発生時の身の守り方が分
かり、速やかに行動する。
・自分で身を守り、近くの先生の
指示を聞いて行動する。
２－②～④

○予告なしの状況で教師の指
示や放送を聞いて行動する。
○二次避難の方法を知る。
１－①～③

○教師の指示や放送を聞いて
行動する。　２－①～④
○預かり保育担当の先生など
の指示や放送を聞いて行動す
る。
１－①～③、２－①～④

○地震・火災発生時に自分の
身を自分で守る大切さが分か
り、考えて行動する。
１－①～③、２－①～④

想定

地震（集合時） 地震（集合時） 火災（集合時） 火災（プールでの水遊び）
地震（集合時、引き渡し）

地震・津波（集合時） 地震・火災・停電（好きな遊び）
Ｊアラート

火災（学級ごとに異なる場所での
一斉活動）

地震（好きな遊び） 火災（好きな遊び） 地震（弁当）
地震・火災
（園庭開放、預かり保育、管理
職不在時）

地震・火災（好きな遊び）

予告
あり あり あり あり あり あり

あり
あり なし なし あり

あり
なし

○園舎内外の施設・遊具・用具の
安全点検（毎月）
○緊急事態発生時の連絡や対応
の仕方の共通理解
○非常設備点検
○安全教育プログラムを用いた安
全教育の共通理解
○園外保育、遠足の実地踏査

○遠足の実地踏査
○救急救命講習（ＡＥＤ取扱訓
練）
○公共の場を安全に利用する
ための指導の共通理解

○プールの水質管理
○水遊びの遊具、用具、場の設定
の安全点検
○雨天時の園舎内外安全点検
○バスを使用する際の事前指導・
実地指導の共通理解
○公共の場を安全に利用するため
の指導の確認

○新学期前の園舎内外の安全
点検、遊具・用具の安全点検（８
月）
○遠足の実地踏査（８月）
○学校安全教室指導者講習

○暴風雨に向けての対応、点検
○遠足の実地踏査

○バスを使用する際の事前指
導・実地指導の確認
○公共の場を安全に利用するた
めの指導の確認

○公共の場を安全に利用するた
めの指導の確認
○感染症への対応確認
○これまでの避難訓練の評価と
改善

○暖房器具の点検
○室内の換気、温度、湿度の調
整
○園外活動の実地踏査
○不審者侵入時の対応訓練
（ネットランチャー、学校１１０番）

○降雪時の対応確認
○バスを安全に利用するための
事前指導・実地指導の確認
○公共の場を安全に利用する
ための指導の確認
○消防署と連携し、消火訓練の
実施

○寒い時期に安全に生活でき
る環境設定
○警察と連携し、歩道及び横
断歩道の歩行訓練の実施
○管理職不在時の対応訓練

○年度末の反省と次年度計画

○登降園時の安全指導（保護者
会）
○緊急情報メールの登録の啓発と
配信訓練
○春の全国交通安全運動の啓発
○自転車通園の約束確認

○親子で実地歩行訓練（４・５歳
児親子散歩）

○夏季休業中の安全指導（保護
者会・資料配付）
♥学年別、短時間での実施。席
の間隔を空けることで密を防ぐ
○地域と連携した夏まつりの見
守りと安全対策

○災害時引き渡し訓練
○災害備蓄品に関する情報共有
○家庭での災害時による備えの
啓発活動
○秋の全国交通安全運動の啓発

○地域防災訓練参加の啓発
○親子で実地歩行訓練（３歳児
親子散歩）

○冬季休業中の安全指導（保護
者会・資料配付）
♥学年別、短時間での実施。席
の間隔を空けることで密を防ぐ

○不審者に対する親子安全講
習会の実施（５歳児保護者）
○就学先の通学路の安全確認
の啓発（５歳児保護者）

○就学先の通学路の安全確認
の啓発（５歳児保護者）
○春季休業中の安全指導（保
護者会・資料配付）
♥学年別、短時間での実施。席
の間隔を空けることで密を防ぐ

Ⅱ
　
交
通
安
全

Ⅲ
 

災
害
安
全

教職員の研修等

 保護者や地域と
の連携

Ⅰ
　
生
活
安
全

〇安全な登降園の仕方を知る。　１－①③
〇安全な生活のきまりを知る。　２－②～④
・園内の遊具、用具、施設等の安全な使い方を確認する。
・行ってはいけない場所の確認をする。
○安全な遊具や用具の使い方を知る。　２－③
・保育室の遊具や用具の安全な扱い方を知る。
◆（５）新しい環境の安全な過ごし方を知る。　２－②～④
・大型積木、巧技台など大型遊具の安全な扱い方を知る。
○健康で安全な生活の仕方を知る。　２－①②
♥手洗いうがいを丁寧にする。
♥マスクの必要性が分かる。

○安全な登降園の仕方を知る。　１－①
・保護者と手をつないで歩く。
・通園経路の中の危険箇所を知る。
◆（４・５）安全な登降園をする。　１－①
○道路の正しい歩き方、信号の見方を知る。　１－③④
・安全な歩き方を知る。
 

※番号の意味は、Ｐ.９を参照

園生活の過ごし方や必要なきまりが分かる時期 園生活に慣れ、自分たちで行動しようとする中できまりを守る必要性を感じる時期 行動範囲や経験が広がり、様々な場面で状況に応じた行動を知っていく時期 活動に見通しをもち、自分から気付いたり考えたりしながら行動をするようになる時期発達の見通し
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（３）安全教育の全体計画

８　安全教育の計画例（幼稚園）

　

安全教育の目標
○自分の命を大切にする気持ちをもつ。
○教職員や保護者の話を聞いて、必要なことに気付く。
○分かったことや経験したことを基に自分なりに予測し、
   見通しをもって行動する。

安全教育に関する法令等 園の教育目標 園の現状等
○学校教育法第２３条（幼稚園の目標）

○幼稚園教育要領
○学校保健安全法第２７条
○東京都教育ビジョン（第４次）
   基本的な方針６
   「健やかな体を育て、健康で安全に
     生活する力を育む教育」
○区市町村教育委員会の教育目標
   「家庭・学校・地域の連携強化」

元気いっぱい　笑顔いっぱい　夢いっぱい
 育つ（本園）の子供

○新設の高層マンションや鉄道、道路
   など大規模な工事が多い地域で、
   トラックなど大型車が頻繁に通る。
○日常の中で運動する機会が少なく、
   転んだ時に手を付けなかったり、動き
　 がぎこちなかったりする姿が見られる｡
○交通ルールを守ることや、安全に気を
   付けて歩くことの大切さは分かってい
   るが、登降園や園外保育で歩道を歩
   く時に状況を把握した上で、判断し、
   適した行動をとることに課題がある。

目指す幼児像 育てようとする資質や能力及び態度
○意欲的に遊びや生活に取り組む幼児
○自分の身の周りの人や物の状況に関心をもって行動する幼児
○約束を守る大切さが分かり、進んで行動する幼児

○きまりや約束を守り、安全に生活しようとする態度
○身近な人を信頼し、互いを大切にする心
○自分から危険を予測し、状況に応じて行動する力

安全教育の目標を実現するための基本方針
〇幼児が地域に親しみの気持ちがもてるようにするために、計画的に園外活動を実施し、地域とのつながりをもてるようにしていく。
〇実際に道を歩く際に、交通ルールについて教師が幼児自身に気付かせる言葉を掛けたり、幼児が気付いたことを共有したりして、幼児が自分で気付いて
   行動できるようにする。
〇幼児の安全な生活に対して、保護者と課題や指導の在り方を共通理解し、計画的に啓発を促す。

安全学習及び安全指導の指導方針等
生活安全 交通安全 災害安全

○日常の園生活の具体的な場面を捉え、危険な行動
   を振り返り、適切な行動を認識できるよう指導する。
○遊具や用具の適切な使い方が分かり、安全に生活
   できるようにする。
○体を十分に動かす体験を通して、機敏性やバラン
   ス性を養う。
○身の回りの危険に気付き、自分で判断して行動す
   る態度を育てる。

○日々の登降園や園外活動等を通して、道の
   歩き方や交通ルールを学び、安全に対する
   意識を育てる。
○保護者会や降園時に定期的に安全に対す
   る啓発を行うとともに、保護者と幼児で交通
   安全について話す、聞く機会をもつことがで
   きるようにする｡
○地域や関係諸機関と連携して、地域内の交
   通事情を把握し、幼児の交通安全教育に生
   かす。

○実践的な避難訓練を通して、いざという時に、落ち
   着いて自分の身を守る力を育てる。
○地域・家庭・関係機関と連携した、体験的な活動を
   多く取り入れ、災害時に慌てずに行動する能力を
   育てる。

関係する領域発達を見通した指導方針
（３歳児）幼児の興味や関心を捉え、気付きを受け止めながら信頼関係を
            築くことで、幼児が安心して行動できるようにする。
（４歳児）周囲の状況に気付いて行動できるよう促すことで、幼児が状況に
            合わせて必要な行動をとることができるようにする。
（５歳児）気付いたことを発信したり、友達と共有したりできるようにすること
            で、幼児が安全に生活するために必要なことを自分で考えて行動
            できるようにする。

心身の健康に関する領域「健康」
○いろいろな遊びを通して十分に体を動かす中で、安全についての構え
   を身に付け、自分の体を大切にしようとする気持ちを育てる。
○危険な場所、危険な遊び方、交通事故、災害時などの行動の仕方が分
   かり、安全に気を付けて行動することができるようにする。

安全管理との関連
生活や行動等の安全管理（対人管理） 園の環境（対物管理） 事件・事故や災害発生時の危機管理

家庭・地域・関係機関との連携
○親子交通安全教室、親子防災訓練等、
   家庭への啓発活動
○消防と連携した避難訓練
○警察と連携した交通安全指導
○地域の防犯ボランティアとの連携

○常に幼児の心身の健康状態の把握に努め、情緒
   の安定を図る。
○施設や遊具・用具を使用する時のきまりや約束に
   ついて指導を徹底する。
○手洗いの呼びかけや消毒等、感染症対策のため
   に必要な指導を徹底する。

（定期点検）
〇毎月安全点検日を設定し、園舎内外を教職
   員全員で点検する。
（日常点検）
〇遊具・用具の安全点検及び保育室・園庭の
   環境整備をする。

○危機管理マニュアルを熟知し、幼児の安全を最優
   先に、迅速な報告と的確な初期対応を行う。
○災害発生時における保護者との連絡手段及び幼
   児の引き渡し方法を確立する。
○近隣の関係機関と緊密な連絡、情報交換をし、適
   切な対応を行う。

教職員の園内研修 推進組織及び評価
  ４月：防犯訓練、避難行動の共通理解
         安全教育プログラムを用いた安全
         教育の共通理解
  ５月：園周辺の地域の実態把握
　　　　消防署と連携したAED取扱訓練
1２月：不審者侵入時の対応訓練
  １月：消防署と連携した消火訓練

○小学校と連携した安全教育推進委員会の
   設置
○安全教育推進委員長を中心とした毎月の
   安全点検・避難訓練の実施
○毎月の評価会議、年度末の園評価を活用
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安全学習×安全指導　～効果的に関連させる事例～　2
　安全教育を充実させるために、安全学習と安全指導とを関連させ、計画的に実施することが大切
である。

（１）安全学習の後に、安全指導（日常的）を行う事例　（生活安全　小学校第６学年）

６　安全教育の計画

安全学習 日常的な安全指導

６
年

Ⅰ　
生
活

４月 ５月 ６月 ７月

安全学習
（教科等）

《学活》ＳＮＳの
正しい使い方とト
ラブル
（Ⅰ－５－②、④）

《図工》用具の安
全な使い方、事前
の点検の視点
（Ⅰ－２－③）

《体育》水泳運動
における安全
（Ⅰ－２－④）

《家庭》洗濯機の
使い方
（Ⅰ－２－③）

安全指導
日常的
定期的

登下校の安全
（Ⅰ－１－①～④）

不審者の対応
（Ⅰ－４－①②④）
セーフティ教室
（Ⅰ－２－⑥）

スマートフォン等
の使い方
（Ⅰ－５－③～⑤）

夜間外出での安全
（Ⅰ－４－⑤）
夏休みの過ごし方
（Ⅰ－４－⑥、⑧）

特別活動《学級活動》（４月）

（題材名）
「スマートフォン等の使い方
を考えよう」

（ねらい）　
　スマートフォン等を使用す
るときの危険、ＳＮＳに関する
トラブルやサイバー犯罪につ
いて理解し、安全に利用できる
ようにする。

【事例】
「具体的な事例を通して、イン
ターネットトラブルについて
考える学習の事例」

［安全教育プログラム〈第 12 集〉
（令和２年３月）］

【指導例】（「一声事例」等の活用）
・	よい人を装う大人もいるので、自分のこと
を知らせたり、会ったりしない。
・怪しいサイトにはアクセスしない。
・	ＳＮＳ等に、自分の個人情報を絶対に書き
込まない。
・	ＳＮＳ等に個人が特定されるような写真や
自分や他人の個人情報を掲載したり、書き
込んだりしない。

　学級活動で、ＳＮＳの正しい使い方やトラブル（サイバー犯罪等）について学習したことを、
日常的な安全指導において一声事例を用い、指導する。

安全指導（６月）
（ねらい）
　スマートフォン等の利用時の危険につ
いて理解できるようにする。
（指導のポイント）
○	スマートフォン等でＳＮＳを利用する
ときには、犯罪に巻き込まれないよう
に注意すること。

○	架空請求や脅迫のメール、見知らぬ人
からの誘い等には、返信したり、会っ
たりしないこと。

○	トラブルに巻き込まれたら、すぐに保
護者や先生に相談すること。
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理 論 編
（２）安全指導（定期的）の後に、安全学習を行う事例　（交通安全　高等学校第２学年）

定期的な安全指導 安全学習

２
年

Ⅱ　
交
通

８月 ９月 10月 11月

安全学習
（教科等）

《HR》自転車に関
する交通法規につ
いて
（Ⅱ－２－③、⑤）

《保健》けがの処
置について
（Ⅱ－４－③）

《総合》地域の交
通事故ゼロを目指
して
（Ⅱ－4－①～④）

安全指導
日常的
定期的

シートベルトの効
果について
（Ⅱ－３－②）

スケアード・スト
レイト方式による
交通安全教室
（Ⅱ－２－①～⑤）

自転車の乗り方に
ついて
（Ⅱ―２－①）

自転車自己点検
（Ⅱ－2－①～⑥）

特別活動（６月）

（題材名）交通安全教室
「交通法規を遵守し、自転車の安
全な利用の仕方について考える～
スケアード・ストレイト方式によ
る交通安全教室を通して～」

（ねらい）
〇	自転車の安全な利用・点検や整
備について理解し、道路で安全
な歩行ができるようにする。
〇	二輪車・自動車の特性について
理解し、道路で安全な歩行がで
きるようにする。

【事例】
「スケアード・ストレイト方式による
交通安全教室を通して、自転車の安
全な利用の仕方について考える学習
の事例」
［安全教育プログラム〈第 10集〉
（平成 30年３月）］

【指導例】（「一声事例」等の活用）
・人が多い所は、自転車から降りて歩きましょう。
・交差点では、自動車の内輪差を考え、下がって待ちましょう。
・自転車は車と同じ。事故を起こせば法律で裁かれます。
・自転車に乗る時は、必ずヘルメットを着用しましょう。

【事例】
「自転車利用を通して学び、安全に生活
する生徒を育成する学習の事例」
［安全教育プログラム〈第 12集〉
（令和２年３月）］

　スケアード・ストレイト方式による交通安全教室で学んだ交通事故の危険性を、総合的な
探究の時間において、地域の交通安全に貢献しようとする意識を高める学習につなげる。

総合的な探究の時間（４月）

（題材名）
「地域社会の一員として、地域の交通
安全に貢献しよう」

（ねらい）　
	　地域の交通安全に関する諸課題や
団体が行っている対策や活動を理解
することを通して、安全な交通社会
を築くために、自分ができることを
しようとする意識を高められるよう
にする。
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６　安全教育の計画

（３）複数の内容を関連させる事例　（災害安全　中学校第３学年）

安全学習 定期的な安全指導

日常的な安全指導

３
年

Ⅲ　
災
害

６月 ７月 ８月 ９月

安全学習
（教科等）

《地理》日本の資
源・エネルギーと
電力
（Ⅲ－５－①、②）

《学活》「東京マイ・
タイムライン」の
作成
（Ⅲ－４－①）

《公民》情報化社会
（Ⅲ－５－①、②）

《技術》電気機器
の保守点検
（Ⅲ―１－②）

安全指導
日常的
定期的

避難訓練
（実施計画③）

風水害への対処
（Ⅲ－４－①）
避難訓練
（実施計画⑤）

避難所の役割
（「防災ノート」の
活用）
（Ⅲ－６－①）

避難訓練（実施計
画④）（「防災ノー
ト」の活用）

特別活動《学級活動》
（７月上旬）

（題材名）
「風水害に備えよう～家庭での
『東京マイ・タイムライン』の
作成を通して～」

（ねらい）　
　「マイ・タイムライン」の重
要性及びその作成方法を知り、
家族等と話し合い、「マイ・タ
イムライン」を作成する意欲を
高めることを通して、風水害発
生時に、適切な避難行動がとれ
るようにする。

【事例】
「『東京マイ・タイムライン』の活
用を通して、風水害発生時に適切
な避難行動が取れるようにする学
習の事例」

［安全教育プログラム〈第 12集〉
（令和２年３月）］

【指導例】（「一声事例」等の活用）
・急な天候の変化に気を付けましょう。
・	身の安全を守るためには、インターネ
ットやテレビなどで災害情報を収集
し、活用することが大切です。
・	大きな災害が発生すると、学校が避難
所となることが考えられます。地域の
一員として、中学生の活躍が期待され
ています。
・	災害時、中学生としてできることは何
かについて考えましょう。　

　安全学習として、風水害時における具体的な避難方法を考えた後、定期的な安全指導として、
風水害時における避難訓練を行う。日常的な安全指導では、「防災ノート～災害と安全～」の
活用や、一声事例による学習体験の想起を行い、資質・能力の育成を図る。

　他にも、安全学習と安全指導を組み合わせた安全教育を設定することにより、効果的な指
導を行うことができる。

特別活動（７月中旬）※避難訓練

（ねらい）
　水害が発生したときに、適切に避難
することができるようにする。（風水
害への対処）

安全指導（８月）

（ねらい）
　避難所の役割について知り、自分たち
にできることを考えられるようにする。
（「防災ノート～災害と安全～」の活用）
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